
寧
に
」
作
業
を
す
る
こ
と
だ
。
納
期
に

間
に
合
わ
せ
る
の
は
当
た
り
前
。
そ
の

上
で
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
価
値
を
創

出
す
れ
ば
、
顧
客
満
足
度
も
向
上
す

る
。
同
じ
現
場
を
担
当
す
る
作
業
員
同

士
、
互
い
に
笑
顔
で
作
業
を
進
め
ら
れ

る
、
働
き
や
す
い
環
境
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
も
、
全
て
は
お
客
様
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
仕
事
を
す
る
た
め
だ
。

と
は
い
え
、
自
身
と
し
て
は
、
ま
だ

満
足
す
る
域
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。

若
手
社
員
の
作
業
を
見
て
感
心
さ
せ

ら
れ
る
場
面
も
多
く
、
勉
強
不
足
だ
と

痛
感
す
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に
、
吉
田

が
目
指
し
て
い
る
「
速
く
き
れ
い
に
丁

寧
に
」
作
業
す
る
技
術
は
、
一
朝
一
夕

で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
上
司
の

よ
う
に
迅
速
か
つ
美
し
く
仕
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
自
ら
学
ん
で
、
ス
キ
ル
を
獲
得

す
る
し
か
な
い
の
だ
。
品
質
を
上
げ
、

お
客
様
の
予
想
を
超
え
る
成
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
次
の
案
件
も
任

せ
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
今

持
っ
て
い
る
力
を
出
し
惜
し
み
せ
ず

に
発
揮
し
、
次
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と

が
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
会
社
の
成
長

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。秘

め
た
情
熱
を

力
に
変
え
て

自
身
を
「
負
け
ん
気
が
強
い
」
と
評

す
る
吉
田
は
、
新
人
時
代
か
ら
小
さ
な

目
標
を
コ
ツ
コ
ツ
と
ク
リ
ア
し
て
今

の
ス
キ
ル
を
手
に
入
れ
た
。
意
識
し
て

い
た
の
は
、
最
初
か
ら
親
方
や
技
術
力

が
優
れ
た
人
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で

は
な
く
、
手
が
届
き
そ
う
で
届
か
な

い
、
少
し
上
の
技
術
を
持
っ
た
先
輩
を

目
標
と
す
る
こ
と
。
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
新
人
の
頃
は
、
大
き
な
理
想
を
描

い
た
と
し
て
も
、
技
術
は
未
熟
で
知
識

も
浅
い
。
大
き
す
ぎ
る
目
標
は
、
時
と

し
て
自
分
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
先
輩
を
超
え

る
と
い
っ
た
自
分
な
り
の
小
さ
な
ポ

イ
ン
ト
を
作
り
上
げ
、
ゴ
ー
ル
を
細
分

化
さ
せ
た
方
が
効
果
的
だ
。
吉
田
は
高

い
ビ
ル
の
最
上
階
へ
と
立
つ
た
め
に
、

第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
２
階
へ
の
到

着
を
目
指
し
て
上
り
は
じ
め
た
の
だ
。

「
心
の
中
で
、『
行
動
の
早
さ
だ
け
は

負
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
』『
あ
の
先

輩
を
１
年
で
抜
く
』
な
ど
と
、
先
輩
を

ラ
イ
バ
ル
視
し
て
競
っ
て
い
ま
し
た
。

１
日
で
も
早
く
親
方
や
社
長
に
追
い

つ
く
た
め
に
、
ま
ず
は
目
の
前
の
壁
に

目
を
向
け
な
く
て
は
と
思
っ
た
か
ら

で
す
」。

技
術
が
あ
れ
ば
年
齢
は
関
係
な
い

と
い
う
業
界
の
風
潮
も
、
背
中
を
押
し

て
く
れ
た
。
が
む
し
ゃ
ら
に
駆
け
抜
け

た
20
代
の
経
験
が
、
今
の
自
身
を
形

作
っ
て
い
る
の
だ
。

若
手
時
代
か
ら
成
功
体
験
を
築
き

上
げ
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
吉

田
。
さ
く
ら
に
入
社
し
た
後
も
新
た
な

経
験
を
積
み
、
確
実
に
技
術
と
知
識
を

吸
収
し
て
い
る
。
特
に
、
２
０
２
２
年

に
担
当
し
た
２
つ
の
案
件
は
、
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
現
場
だ
と
い
う
。
そ
の

現
場
で
、
吉
田
を
待
ち
受
け
て
い
た
も

の
と
は
。

（
後
編
に
続
く
）

設 立 年：2012 年４月

年　　商：11.6 億円

※ 2022 年３月決算時点

企業情報

前
職
で
も
配
管
工
事
の
仕
事
に
携

わ
り
、
現
在
は
さ
く
ら
株
式
会
社
の
ベ

テ
ラ
ン
社
員
と
し
て
数
々
の
案
件
を

担
当
し
て
い
る
吉
田
成
人
。
長
年
経
験

を
積
ん
で
い
て
も
、「
自
分
は
ま
だ
ま

だ
」
と
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
吉
田

は
、
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
き
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
た
ど

り
な
が
ら
、
そ
の
胸
中
に
迫
る
。

名
刺
交
換
か
ら

は
じ
ま
っ
た
縁

さ
く
ら
と
の
出
会
い
は
、
約
７
年
前

に
遡
る
。
当
時
プ
ラ
ン
ト
の
現
場
を
担

当
し
て
い
た
吉
田
は
、
同
じ
現
場
に
来

て
い
た
さ
く
ら
の
社
長
、
高
橋
と
知
り

合
い
、
名
刺
交
換
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
高
橋
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
の
は

約
２
か
月
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
会

社
の
作
業
員
と
仕
事
を
し
て
き
た
中

で
、
高
橋
を
は
じ
め
、
工
事
主
任
の
寺

澤
と
い
っ
た
さ
く
ら
の
人
々
の
働
き

ぶ
り
は
、
強
く
印
象
に
残
る
も
の
だ
っ

た
。「

私
の
地
元
は
青
森
で
す
が
、
配
管

工
事
の
仕
事
は
出
張
が
多
い
た
め
、
籍

を
置
く
会
社
の
所
在
地
に
こ
だ
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
業
他
社
へ

と
転
職
を
し
よ
う
と
思
っ
た
時
に
、

ぱ
っ
と
頭
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
さ

く
ら
だ
っ
た
の
で
す
」。

縁
あ
っ
て
さ
く
ら
に
入
社
し
て
か

ら
は
、
前
職
で
の
経
験
も
活
か
し
つ

つ
、
仕
事
に
邁
進
。
吉
田
よ
り
年
齢
は

下
で
あ
る
も
の
の
、
社
歴
は
上
の
若
い

社
員
に
も
刺
激
を
受
け
、
現
在
も
技
術

を
磨
く
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

理
想
を
追
い
求
め
る

吉
田
の
仕
事
を
す
る
上
で
の
こ
だ

わ
り
は
３
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
客
様

に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
と
、
メ
ン

バ
ー
が
仕
事
を
楽
し
く
で
き
る
雰
囲

気
作
り
。
そ
し
て
「
速
く
き
れ
い
に
丁

吉
よ し

田
だ

 成
な る

人
ひ と
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 ほう とく こう ぎょう

 豊 徳 興 業
さくらの業務を支えてくれている協力会社様。改めて理解を深め、良好な関係
の発展に繋げましょう。今回は、豊徳興業の米倉代表より、普段仕事の上で意
識していることや、さくらの印象などを伺いました！

設立年：平成26年（西暦：2014年）　
従業員数：４名
業種：とび
所在地：宮城県東松島市

をご紹介！

業務内容 / 特徴

仕事をする上で意識していること

足場を組んだり、配管を乗せる鉄骨を組んだりといった
現在の業務幅を越えて、さらに幅広い分野に挑戦し、当社

の手掛けるジャンル
を豊富にしたいと
思っています。そのた
めにも、「日々、勉強」
を意識して精進して
いきます！

今後の展望

さくらの従業員に対する印象

２～３年程前、福島で担当した現場は今でも強く印象に
残っています。本来、作業員が10名は必要となる現場で
したが、５人足らない人数の中私が頭を務めた現場です。
事前の想定では、鉄骨を組んでいく流れを行う予定でし
たが、輸送されてきたのが鉄の塊ばかり……！少ない人
数で100トンクラスの吊り物を収めたのも初めての経験
でした。大変な現場でしたが、さくらの社員の方々が大変
な勉強家で、一緒に図面を見ながら作業工程等を話し合
い、より良い方向に進めていくことができました。

さくらとの思い出エピソード

さくらの皆さんへメッセージ

企 業 情 報

総合鳶　豊徳興業
代表 
 よね くら ゆたか

 米 倉 豊 さん

▶「桜」を意味す
る、総合鳶 豊徳
興業の家紋

▲日常業務の様子

▲左から井上さん、米倉さん、長谷川さん、車塚さん

今後とも日々努力を積み重ねるにあたって、皆さ
んに協力をお願いすることもあると思います。そ
のときは何卒よろしくお願いします！

さくらさんは、配管工事業を軸とし、その中でも扱う事柄
は多岐にわたります。不明点を尋ねたときには、皆さん即
答で的確な回答をくださり、配管のスペシャリストであ
ると感じています。当社の社員とも、職種は違えど、分か
らないことがあれば積極的に質問をしあう様子を見て、
円滑な双方向のコミュニケーションが取れる方々が多い
という印象があります！

主な業務は、機械の入れ込みと据え付けです。例えば、建
屋内だと、４トン程の物を吊り上げて移動し、お客様の指
定の場所に設置するといったものです。過去最重量は、１
吊り100トンクラスです。
また、社員の皆は「日々、勉強」をモットーに、意欲的に学
んでくれています。当社には、様々なやり方や意見を積極
的に出し合い、より良い方向に進めていこうとする雰囲
気があります。仕事には真摯に取り組み、休憩時間には皆
で他愛のない話をしながらコミュニケーションが取れて
いる、メリハリのある環境です。

私たちが担当する仕事の後には、機械と配管を繋げるな
どの後工程が続いていきます。つまり、私たちの仕事は一
連の仕事のスタート地点にあります。ここで失敗をして
しまうと、その現場が終わるまでずっと尾を引いてしま
うこともあるため、絶対に失敗しないようにと、常に緊張
感を持って取り組んでいます。事故やトラブルが起こら
ないよう、図面を見ながら常に先を見据え、入念な下準備
にあたっています。

社員紹介社員紹介
＼Going back S

AKURA
／ あの懐かしの顔ぶれが、さくらに帰って

きました！４年ぶりに出戻りされた小島
さんと、２年ぶりの出戻りの後藤さんを
改めてご紹介します。
お二人とも、おかえりなさい！

私と言えば……

出戻りを決めた理由
さくらを退職してから勤めていた会社では溶接を担当していました
が、分からないことも多く、LINEや電話で高橋社長、鷲尾主任に相談
させてもらってました。「本格的に溶接を学びたい！」と思ったとき、
知識も豊富で、優しく教えてくれる人が多いさくらに戻りたいと思
い、出戻りを決めました。前職での経験を活かしつつ、伸ばすこともで
きる環境で、ありがたく思っています。

プロフィール
★入社年月日：2021年11月１日　
★誕生日：1985年８月９日
★趣味：バイク
★休日の過ごし方：２人の子ども（５

歳男の子、３歳女の子）と公園やゲー
ムセンターで遊んでいます。最近は、
長男がハマっている仮面ライダーの
ゲームに付き合っています！

★普段の呼ばれ方：ひろみ、こじ

メッセージ
出戻りですが、改めてこれからよろしくお願いします！

私と言えば……

出戻りを決めた理由
さくらを離れて２年ほど別の職場で、鉄骨の組み立てや溶接の
仕事を行っていましたが、辞めた後も高橋社長と連絡を取り
合っていて、「いつでも戻っておいで」と声をかけてくださって
いました。社長には恩があったことと、さくらで働いていた頃を
懐かしく感じていたことから、「心機一転、さくらのために頑張
りたい！」と思い、出戻りを決めました。

プロフィール
★入社年月日：2022年1月４日　
★誕生日：1978年８月13日
★趣味：ドライブ。よく山形方面にでかけます。
★休日の過ごし方：家で寝たり、ドライブし

たり、大好きな貝を食べに行ったりしてい
ます。

★普段の呼ばれ方：ごっちゃん、ごとうさん
ちなみに高橋社長には「ごっつあん」、千葉専
務には「ひろっちゃん」と呼ばれています(笑)

メッセージ

 こ じま ひろ み

 小 島 博 己 さん

 こ じま ひろ み

 小 島 博 己 さん

配管

 ご とう ひろ あき

 後 藤 博 昭 さん

 ご とう ひろ あき

 後 藤 博 昭 さん

工事

「力仕事ならお任せあれ！」
力仕事は比較的自信があります。特にアルゴン瓶を運ぶときは活躍で
きると思います。

「睡眠愛好家」
好きなことは睡眠です！休日だと長くて半日寝ていることもあ
ります(笑)

至らない点も多くありますが、日々の積み重ね、勉強を大切にし、向

上心を持って取り組んでいきます。どうぞよろしくお願いします！

６月がお誕生日の方はこの方……！是非、皆さんでお祝いしてあげてくださいね♪

６月27日　大坂 大輔さん


